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序 問題の所在と研究の目的
人間とは一体どのような存在であろう力、本来,人間は自然の中で生きる動物の一部にしか過ぎ
なかった。しかし,時が経つにつれ,二足歩行や火の使用,言語の習得により猿から進化していく
ことで段々と独立していき,「自然の摂理を受け入れるのみの動物」とは異なる存在へとなった
その結果,人間が人間らしく生きるために集団や社会が必要となり,自然や動物を支配していくよ
うになった。さらに人間同士で戦争を引き起こすなど,人間を支配しようともしてきた。すると,
人間同士で優劣をつけることが顕著となり,差別という人間のもつ放限さが顕在化してきた。その
結果,健常者は障碍者のことをまるで別の種類の人間のように見倣す事もあった。同じ人間である
のにもかかわらずだ:このように人間の歴史には悲しい事実があった
しかし,人間はこのような無残な歴史を反省し,今日の社会では,共生社会形成に向けて様々な
場所で取り組みがなされている。障碍者が社会で暮らしやすいように,スロー プや|ミ字ブロックの
設置などが最もたる例である。このように障碍者にとっての物理的な障壁1卸旱消されつつある。し
かし,健常者の障碍者に対する差別は人々の潜在意識として根強く残っている。そこで,法や社会
制度が整備されつつある今日の社会において,人々 の道徳的思考の深イヒを図ることがさらなる共生
社会形成に向けて効果的ではないだろうれ
今日の道徳教育では,道徳性をもとに道徳的実践力を育むこと,つまり道徳的価値や良心に基づ
く自発性をもとに行動できる力を育むことを目標とした教育が行なわれている。いわゆる即効性が
求められているのである。今後,さらなる共生社会を形成していくにあたって,より巨視的な視点
から自己を見つめ直す機会があってもいいのではないだろう力、道徳の本来的テーマというのは,
人が人であるために起こる矛盾に対して, どのようにして調和的解決を試みるかということであ
る。そのため,より巨視的な視点から道徳を捉え直すことで,深みのある道徳教育へとしていけな
いだろうれ そこで,道徳教育において,人間性について探究していくことで,森羅万象を自己と
結びつけて捉えることで, さらに高次の道徳的価値を身につけていくことができると考えられる。
そうすることで,共生社会の理念へさらに近づいていくことができるであろう。
そこで,本研究では,第6学年の総合的な学習の時間において,インクルーシブな視点からスポ
ーツを考える活動を起点として,人間性の探究を通して道徳的思考の深化を図る授業を開発する。
まずは既存のスポーツを障碍者のハンディキャップに配慮し,ルー ルや環境を整備していくなど,
インクルーシブな視点でスポーツを考える活動を通して,障碍者への理解を少しずつ深めていく。
このインクルーシブな視点をもとに,「人間とは何ハ 幸せとは何か,平等とは何力可 といぅ人間
性について探究していく。これらを通して,抽象的で内的な道徳的思考が深化できるような授業と
なることをねらいとする。そのため,本研究で提案する授業案は具体的 (≒個別的)な事象から入
つていき,抽象的で普遍的な内容へと至りたし、
第=章 ― と共生社会
第一節 今日の社会から見た障碍者の実情
平成28年4月1日に 鳴害を理由とする差別の解消を推進する濁串」力油面Fされた この法律
は,「障害を理由とする差別の解消を推進し,もつて全ての国民が,障害の有無によって分け隔て
られることなく,相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に資すること」を目的
としている。。この法律により,障碍者に対する不当な差別的取扱いを禁上し,合理的配慮の提供
が求められるようになった。不当な差別的取扱いの禁止とは「国・都道府県・市町村などの役所
や:会社やお店などの事業者が,障害のある人に対して,正当な理由なく,障害を理由として差別
することを禁止する」ことである②。また,合理的配慮とは,「障害者の権利に関する条約」第2
条において,「障害者が他の者と平等にすべての人権及び基本的自由を享有し,又は行使すること
を確保するための必要かつ適当な変更及び調整であって,特定の場合において必要とされるもので
あり,かつ,均衡を失した又は過度の負担を課さないもの」と定義されているの。
このような法整備とともに,障碍者が社会で暮らしていくための環境も整備されてきている。例
え|£ 視覚障碍者に対しては点字や音響装置付信号機の設置,聴覚障碍者には携帯電話やコンピュ
ータを使つたコミュニケーション,身体障碍者に対してはスロー プやェレベーターの設置など,社
会の至る所で障碍者にとって過ごしやすい社会となるような環境が整備されてきている。このよう
に,比較的軽度の障碍者にとって社会進出しやすい社会へとなってきているといえよう。
しかし,障碍者に対する差別は根強く残っており,課題として挙げられる。内閣府政策統括官は
平成21年に「障害を理由とする差別等に関する意識調査」を行つた。。
この調査は平成21年4月～5月に15歳以上80歳未満の男女を対象として行った調査である。
その中で,「あなたは,現在, 日本の社会には障害のある人に対して,障害を理由とする差別があ
ると思います力、」という質問に対して,「あると思う」と答えた人が43.2%,「少しはあると
思う」と答えた人が48.3%,「ないと思う」と答えた人が3.窃,「わからない」と答えた人が
4.釧であった。また,「あなたは,障害を理由とする差別が行われている場合,差別を行つている
人の意識についてどう思います力、」という質問に対して,「意図的に行われている差別が多いと
思う」と答えた人が6.銘,「どちらかというと,意図的に行われている差別が多いと思う」と答
えた人が22.部,「どちらかというと,無意識に行われている差別が多いと思う」と答えた人が
54.跳,「無意識に行われている差別が多いと思う」と答えた人が10.跳,「ゎからない」と答え
た人が6.5%であった
このように,障碍者に対する差別が潜在意識として,大半の人に残っていることが考えられる。
このことから,健常者は障碍者に関する意識が低いままであると考察できる。つまり人間のことに
ついて深く考えていないのであろう。
第二節 日本の障碍者と福肛施策の歴史
人間は未熟な状態で生まれ すぐに立つことゃ歩くこともできず,その生存そのものに,他者か
らの世話を必要とする動物である。つまり,人間とは誰かの世話や保護なしには生きていけない存
在なのである。また,赤ちゃんや高齢者,病人や障碍者,男性と女性,人種の差など様々な差異を
含んだ多様な存在でもある。このような差異と結びづきながら,就職差別や社会活動からの排除な
ど多様な社会的格差を作り出してきた。そこで考えられたのが福祉という言葉である。
福祉とは岩田 (1999)によると大きく三つの意味に分類することができる。
(1)思想や日標としての「融
福祉が幸福や安寧・豊かさなど望ましい生活の目標として使われたり,基本的人権の思想が具体
化された状態として位置づけられたりする場合であり,福社がある種の良きものを示す観念として
捉えられている。
(2)制度や政策としての「勘
経済的 。身体的・精神的な問題といったさまざまな生活上の問題を解決する制度や政策などの社
会的方策としての考え方である。
(3)行動原理としての「福l■」
公共性をもつた福祉活動の考え方や方針を民間企業によるサービス提供と比較して,それとは違
うものとして位置づける場合の使われ方である。それは「福祉」を自立援助の方策として捉える考
え方である。
この節では (2)市J度や政策としての「福祉」の考え方に焦点を当てて文部科学省の「日本の障
害者施策の経緯」を参考に,福祉施策の歴史を見ていく。
第■項 戦前・戦中の福祉施策
戦前においては一般的な窮民対策としての「仙救規則」 (1874)が始まりである。「仙救規則」
は労働能力がない高齢者や障碍者に対して一定の米代を支給する救済制度であった。この制度は国
の制度ではあったが,国が救済を行うのは慈恵的に行うという立場であった。その後,世界恐慌や
東北農村の凶作などの影響もあり,「救護法」 (1929)力滞J定された これは,仙救規則と異な
り,限定的ではあるものの,国に公的扶助義務があることを認めた。しかし,精神障碍者に対して
は「路上の― の取扱しヽ こ関する行政警察規則」 (1875)等に表れているように治安 。取締りの
対象でしかなかった
また,当時は個別の障碍者施策による保護も存在はしたが,障碍者の保護はほぼ家族に頼るもの
であり,それ以外では,社会事業群等に委ねられていた
第聾 明疑酸
―敗戦を機にGHQの指令の下,社会福祉に関する施策を打ち出すとともに, 日本国憲法に福祉が位
置づけられることになった。その結果,「生活保護法」 (1946),「児童福祉法」 (1947),「身
体障害剤届出知 (1949)のいわゆる福社三法が制定された それと同時に,日本はイギリスの
1942年のベヴァリッジ報告「社会保健及び関連サービスについて」と題する社会保険制度を中心
とした社会保障体制の整備の考え方を取り入れ,「ゆりかごから墓場まで」の社会保障制度の整備
を進めることとなった。また,民間社会福祉、の補助金の原則禁止やベヴァリッジ報告に影響を受
けた社会保険制度の整備とも相まって,戦後日本の社会福祉は国家責任論として展開され 略祉
国家」体制の整備が目標となった。それにともない,福祉事業を民間が行う受け皿として「社会福
祉事業法」 (1951)が制定された
これにより,福祉サービスは,①行政の措置として提供され,②その事務は,国の責任を前提と
して国から委任を受けた地方公共団体の長により国の機関として処理され,Cその費用は応能負担
とするという戦後長く続いた社会福祉の基礎構造が形成された。また,本来国家がなすべき福祉事
業を民間の社会福祉法人に措置委託という形式で行わせるための基盤が整えられた
しかし,国が予算の範囲でこうした施策を展開するために,医学モデルなどによる障碍等級など
を設け,制限を行つたことや福祉法の目的を「経済的自立可能性」を前提として,対象を制限して
きた。戦後の歴史は,1960年代の対象拡大の一方で,訓練主義的要素を重視し,かつ保護主義的
な問題も複合的に内在していた
穿Eコ頁 1960奪イυ)ヽら1970獄の蒲鞠画趨策
1960年代の高度経済成長により,急激な都市化。工業化が進み,家庭や地域での連帯,相互扶
助機能が脆弱になってくるなかで,社会福祉の課題と求められるサービスのあり方が変わってき
れ その結果,国民年金法に基づく無拠出制の福祉年金の支給 (1960)が開始された。また,T般
就労への促進を図る「身体障害者雇用促進法」 (1960)や「精神薄弱者福祉法」 (1960)力滞J定さ
れ 障碍種別ごとの施策が展開されるようになった。そして「老人福祉法」 (1963),「母子福祉
法」 (1964)が成立し,福祉六法が揃うこととなった
1970年代に入ると,1960年代に展開された諸施策について施策の基本を示す「心身障害者対策
基本法」 (1970)が制定された。しかし,その目的は発生の予防や施設収容等の保護に力点を置く
ものであり, しかも,精神障碍者は除外されたままであった。それでも,1973年には老人福祉法
が改正され,これにより70歳以上の老人医療費が無料となり,福祉元年と呼ばれる年となった
このように1960年代から1970年代は福祉が拡充していった時代である。
第四項 1980年代から1990年代前
…「身体障害者雇用促進法」が知的障碍者も対象とする「障害者雇用促進法」 (1987)に改定され
た また,「心身障害者対策基本法」は「障害者基本法」 (1993)に改定され 定義の上では身
体・精神・知的の三障碍の統一が図られた。また「精神薄弱者福祉法」が, 目的に自立と社会参加
促進を取り入れた「精神保健及び精神障害者の福祉に関する法律」 (1995)に改定された これに
伴い,精神薄弱者の呼称が精神障碍者へと変わることとなった カロえて,難病に関しては正面から
障碍者としての位置付けのないままであったが,「難病患者等居宅生活支援事業」 (1997)の開始
により,地域における難病患者等の自立と社会参加の促進が図られるようになった
弔ユ根 1990年代後半から現在までの福祉施策
1990年代後半からは,地域生活の基盤整備を受けて,高齢者,身体障碍者等の公共交通機関を
利用した「移動の円滑化の促進に関する法律」 (「交通バリアフリー 洵 ,2000),補助大を使う
身体障碍者の自立と社会参加を促進する「身鵬 者補助大法」 0002)が制定され,さらには
「高齢乱 障害者等の移動等の円滑化の促進に関する粕  ●oo6)力滞1定されるなど,建物の利
用や交通移動の面での施策に前進があり,比較的軽度の障碍者が社会で生活しやすい環境となっ
た。
しかし, 日本の障碍者に対する介護は家族中心であり,福祉・教育。医療を含む生活全般を家族
に依存している。この深刻な家族依存は,家族に重い負担を課し,障碍者に対する重大な人権侵害
となり,あるいは社会的入院 。入所の要因となっている。「精神保健福祉法」が改定 (1999)され
るまでは,精神障碍者の保護者は, 日々 の生活の介護だけではなく,治療を受けさ七 他人に害を
与えないよう監督する義務を負わされていた
また,従来,必ずしも知的障碍の定義に入つていなかった自閉症,アスペルガー症候群,その他
の広汎出発自晰臨 学習障鴫 注意欠陥多動性障碍等の発達障碍を有する者に対する援助等を定め
た「発達障害者支援法」 0004)が成立したが,障碍者としての位置付けと支援は不十分な状態で
あった
このように日本は戦後から現在に至るまで福祉施策が整備され 無理ながらも基本的人権の完全
浸透を目指してきている。しかしこれらは,「世界人権宣言」 (1948)や「障害者権利条約」
●006)など世界の動向を受け,グロー ノウ喉 の中での煽りを受けてという側面も含んでいる。
つまり, 日本は世界から見て福祉施策に関する遅れをとっていると言わぎるを得なし、では,福祉
が充実していると言われる北欧ではどのような福祉施策が取られているのだろうれ
第二節 北欧と日本を比較して
脚 呻
フィンランドやスウェーデン,デンマーク等の国はいわゆる福祉国家であると言われている。そも
そも福祉国家とはどのような国家であるのだろうれ
福祉国家とは,本来は所得保障,医療保障,社会サービスなどの社会保障政策と完全雇用政策を
基本政策とし,ケインズ経済学に基づいた混合経済体制の下で,国家が積極的に社会に介入してい
くことによって資本主義経済が構造的に生み出す社会問題に対処することを目的とする国家 。国家
体制のことを指す言葉である。その中でも,福祉国家は, どの程度国民の幸せに責任をとる力ヽ こよ
つて,大きく二つに分類することができる。。それらは,自由主義型,保守主義型,普遍主義型の
三つである。
まず 自由主義型とはアメリカ合衆国,カナえ オーストラリアなどの国で取られている型であ
る。このタイプの福祉国家では,民間部門の果たす役割が非常に大きく,民間保険によってまずニ
ーズが満たされ サービスの提供も民間ボランティア団体や家族が主体となる。社会保障に対する
国の役割は,市場と家族の活動条件を整備する役割で,非営利団体・民間保険会社への補助金 。税
優遇措置等による間接的な助成を行つている。社会保障は低所得者層に対する最低限度の給付に限
定されている。自己責任の考え方が強く,税率も比較的低いことが特徴である。
保守主義型とはィタリア,フランス, ドイッなどの国で取られている。この型はヨー ロッパ大陸
諸国で多く見られる。これらの国では,家族の責任と教会,ボランティア団体 労働組合の保険基
金などに重点が置かれている。給付は市民権に基づく普遍的なものではなく,社会保障は家族の扶
養者である男性の労働生活における地位と職種によって異なる傾向がある。多くの場合は,労働組
合と雇用主の間の契約により被用者とその家族の社会保障が決定される。
普遍主義型とはデンマーク,スウェーデン,アイスランド,ノルウェー,フィンランドで取られ
ている型である。これは北欧型の福祉国家の型であり,社会民主主義型,またはユニバーサル(普
向 型とも呼ばれている。その主な特徴は,次の通りである。
ます 他の民主主義国家よりも,北欧の国々は国家が国民の幸福に責任をもつ割合が大きく,こ
れは全ての政策に国の関与が大きし、完全雇用が経済政策および社会政策の日標となつている。ま
た,北欧型福祉国家は高度の普遍主義に基づいており,これは全ての市民が彼らの労働市場の地
位,または階級,居住地に関係なく,基本的な社会保障の給付とサービスを受けられる。所得保障
は,すべての市民への平等な基本保障と労働に基づく部分の二つによって成り立っている。所得移
転が大きく,国内総生産に対する社会保障費の割合が高いという物敦があり,税金もまた高くな
る。社会保険とともに,サー ビスに力を入れていることが特徴であり,地方自治体にサービスの供
給責任があり,地方分権が高度に発達している。サービスは主に税で供給され,その料金は少額で
ある。また,公的にサービスが提供されるため,地方公務員の数が多レ、 さらに,所得格差が他の
国々と比較して小さく,そのために貧困率と生活水準の格差も比較的小さし、
第二項 ノー マライゼーションの考え方
福祉国家においては平等が基本概念となっている。特に男女間の平等が重要で,女性の労働参加
は世界でも最も大きく,家族においては両親が働くという形態が一般的である。社会政策の権利は
個人に基づき,女性は男性に経済的に依存していなし、 この平等の概念をもとに考えられたのがノ
ーマライゼーションという言葉である。ノー マライゼーションとは,スカンジナビアで発祥し世界
へと普及していった理念である。1950年代後半に,バンク・ミッケルセン fBank,Mikkelesen)ら
によって「知的障害者に可能な限り通常の生活を確保させる」との言い方で,知的障碍者サービス
における施設改革が進められていた この改革に参画していたベングト・ニィリエ lBengt,
Nirje)が,ノー マライゼーションの原理を「社会の主流となっている規範やパター ンに可能な限
り近接するような日常生活のパター ンや条件を知的障害者に可能にすること」と初めて定義した
η。またニィリエはノーマライゼーションの実践的事項として入つの要素を提言した。これは障碍
者全般のものではなく,知的障碍者に限定して作成されたものである。高知県福祉課ホームページ
の引用をもとに筆者力勁lT・ 修正している0。
1-日のノー マルなリズムの保障
朝ベッドから起きること
たとえ君に重い知的障碍があり,身体障碍者であっても,
洋服を着ること
そして家を出,学校ハ 勤めに行く
ずっと家にいるだけではない
朝,君はこれからの一日を思い
夕方,君は自分のやり遂げたことをふりかえる
一日は終わりなく続く単調な24時間ではない
君はあたりまえの時間に食べ,普通の洋服を着る
幼児ではないなら,スプーンだけで食べたりはしない
ベッドではなく,ちゃんとテーブルについて食べる
職員の都合で,まだ日の暮れぬうちに夕食をしたりはしない
2-週間のノー マルなリズムの保障
君は自分の住まいから仕事場に行き働く
そして,男りの所に遊びに行く
週末には楽しぃ集いがある
そして月曜日にはまた学校や職場に行く
3-年間のノー マルなリズムの保障
決まりきった毎日に変化をつける長い休みもある
季節によってさまざまな食事,仕事,行事,スポーツ,余暇の活動が楽しめる
この季節の変化のなかでわたし達は豊力1こ育てられる
4ライフサイクルにおいてノー マルな発達的経験をする機会の保障
子供の頃は夏のキャンプに行く
青年期にはおしゃれヽ 髪型,音楽 異性の友達に興味を持つ
大人になると,人生は仕事や責任でいつぱい
老年期はなつかしい思い出と,経験から生まれた知恵にあふれる
5自己決定の権利の尊重
大人は,好きなところに住み,自分にあった仕事を自分で決める
家にいてただテレビを見ていないで,友達とボーリングに行く
6生活している文化圏にふさわしいノー マルな性的生活のパター ンの保障
子供も大人も,異性との良い関係を育む
十代になると,異性との交際に興味を持つ
そして大人になると,恋に落ち,結婚しようと思う
7生活している国にふさわしいノー マルな経済的パターンの保障
誰もが,基本的な公的財政援助を受けられ,そのための責任を果たす
児童手当,老齢年金,最低賃金基準法のような保障を受け,経済的安定
をはかる
自分で自由に使えるお金があって,必要なものや好きなものが買える
8生活している社会にふさわしいノー マルな環境円の要求
知的障碍だからといって,20人,50人,100人の他人と大きな施設に住
むことはない
それは社会から孤立してしまうことだから
普通の場所C普通の大きさの家に住め成 地域の人達の中にうまくと
け込める
その後,ニィリエはこの考え方を各国へと伝えていき,ノー マライゼーションの原理が世界的に
認知されていくこととなった。そして,1970年代後半から,このような海外の障碍者運動に関す
る情報が日本にも伝わってきて, 日本の障碍者運動に影響を及ぼしてきた。また,国際連合が「障
害者権利宣言」 (1975)を採択し,障碍者の人権問題や直面している課題や問題等に関する指針を
示した。ここでは,障碍者は「人間としての尊厳が尊重される,生まれながらの権利」,「その障
害の原因,特質及び程度にかかわらず,同年齢の市民と同等の基本的権利」を有しているとされ
「人としての権利」が障碍者にもあることを主張している。
しかし, 日本ではこの宣言に注目する障碍者施策に関して目立ったものはなかった。また他国も
同様であり,この各国の理解不足,国際行動の必要性によって,1976年に開催された国連総会で
「国際障害者年」 (1981)力滞J定された。国際障碍者年とは「完全参加」をテーマとし,国連憲章
に示された人権,基本的自由,平和の諸原則人間の尊厳及び価値,社会的正義に関する信念を再確
認し,障碍者の権利保障の実現を目指すものであった。そして,1979年の国連総会において,
「国際障害者年行動計画」力決定された。この計画の中でテーマが「完全参加」から「完全参加と
平等」へと拡大され,国際障害者年の理念と主な原則,各国のとるべき措置,国際連合の事業等に
ついての指針が示された
日本では,1982年国際障害者年推進本部にて「障害者対策に関する長期計画」を策定し,施策
の総合的,効果的な推進を図った しかし,具体的な新しい方策等は打ち出されなかった。これに
対し,民間では各団体が様々な議論を重ね,あらゆる取り組みを行つた。しかし,民間だけが活動
しても,国の方針が固まっていないため,各団体間で方針の違いが生まれることヽ 意見の食い違
いがあるなど,まとまった結論がで尤 実行までには至っていなし、 このように,いくら民間が
働きカヨナても政府が動き出さないことには女台まらなし、政府は国際障害者年を重要なものだとみな
しておらず,世界の流れについて行こうと受け身の姿勢であり, 日本が北欧や世界に比べ大きな遅
れをとっていると言わざるをえなし、
第四節 共生社会形成に向けて
共生社会とは文部科学省によると「これまで必ずしも十分に社会参加できるような環境になかっ
た障害者等が,積極的に参加・貢献していくことができる社会である。それは,誰もが相互に人格
と個性を尊重し支え合い,人々 の多様な在り方を相互に認め合える全員参加型の社会」と定義され
ている9。 今日,公共の場においてスロー プゃェレベーター,点字ブロックの設置など,至る所に
バリアフリー がなされており,障碍者にとっての物理的な障碍は解消されつつあり,共生社会の理
念に近づいている。
しかし,前節で述べたように,障碍者に対する潮 咄ま課題として残っている。この理由として,
健常者の障碍者に対する捉え方に問題があると考えられる。佐藤 ●003)は健常者,つまり社会が
障碍者に抱くイメー ジを三つに分類している0。
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社会のイメージ 社会の反応
① 【感動エリア】
明るい「障碍者」
「彼らこそ素晴らしい」
「同勒 あゞるのにすごい」
愛,感動,「四人時間感動スペシャノL/」
lB)【日常エリア】
「社会的弱者」「福祉の対象」
庇護され介護される存在
「よくわからない」存在・不気味
無関心。無関陥/排除
励まし。支援
いじめ・」所■坂υJ
③ 【ダー クエリア】
桧 %。
`嚇見たくない「殉
循 蘭 重 珀 勺 膵 詐 帥 [・ 碑 駆 E
見ない。無視,侮辱 。中傷
表1 社会が抱く障碍者に対する3つのイメー ジ (佐藤をもとに筆者作由
①の捉え方は一見すると趨 ll意識がないように見える。「障碍もひとつの個性」「障碍のある
彼らこそ素晴らしい」という考え方である。健常者にとって当たり前の行動を,障碍者が行うこと
によって ① のようなイメージに至っている。少なからずこのイメージを持つ人々には,障碍者
は私たちとは違った別の種類の人間であるとの意識がある。このように少なからず,差別的な意味
合いが含まれていると言えよう。
そこで,共生社会を形成していくために,私たちは「彼らを人間とは見なさない」という理念
と,「彼らこそ素晴らしい」という理念の中間を進む必要がある。佐藤によると,障碍者は,知的
障亀 自閉症,身体障碍などといった,「健常」と呼ばれる存在とまったく切り離された 明1の種
類の人間」ではなく,私たちが持つ何らかの相対的な遅れやつまずきにすぎないとしているい。
また,障碍者とは,単に機能的,能力的にハンディキャップがぁるだけの存在ではない②。その
存在¬般が,社会的な「障壁」のもと,不利益を被ってしまう存在のことである。社会的障壁と
は,ある場合には,なんら明確な根拠に基づくものではなく,時代の進展とともに軽減され得るも
のである。例えは 極度の近視であっても眼鏡で矯正することができ,難聴であっても補聴器で矯
正することができる。下肢にハンディキャップがあっても車椅子で移動が可能である。そこで,私
たちが社会的障壁に対する支援を行うことで,共生社会の理念に近づいていくことができる。佐藤
は「支援とは手助け。介護であるのだが,それは続けられてゆくなかで,人と人との力功サ)りその
ものになり,ついには支援ということさらな意図が消えていく,そのようなものではない力可 と述
べており,「そして人は,親密な力功わヽりのなかでこそ,互いの自己を認め合ってよく生きること
ができる, というきわめてあたりまえのことが,そこでおのずとなされている」と言及している
!0。
また,障碍者は健常者にとって当たり前の行動を当たり前にするために,多大な時間と労力を費
やし,工夫を行つている。私たちはそのような過程を見ずに,「当たり前のことができている」と
いう結果だけに注視しがちである。ハンディキャップのある人がどのように工夫して行つているの
力ヽこ私たちが目を向け関心を持つ必要がある。そのような情報が蓄積されることによって,′L理的
に支援の場に立ちやすくなる。′L理的に楽になれは その機会が増えることにもつながる。また,
彼らと接する機会が増えれは 慣れていき,慣れていくことによって,健常者 。障碍者の垣根も低
くなっていく。こうしたハンディキャップとぃぅ人間の持つ多様性に慣れていき,それを支援して
いくことヽ 共生社会の理念に近づいていくことができる。
以上をまとめると,障碍者について理解し支援していくという道徳的側面と,法や環境を整備し
ていく社会制度的側面の二つを合わせていくことで共生社会の理念に近づいていくことができると
考えられる。このことを図に表すと次のようになる。
図2 共生社会形成に必要な二つの要素
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第二章 インクルーシブな視点からスポーツを考える活動の意義
第■節 小学校における囀 をテーマとし晰 峨 と蘇題
今日の小学校現場において,総合的な学習の時間や道徳 社会科など様々な教科において障碍理
解をテーマとした実践が行なわれている。
徳田 ●005)1郡帯判勁旱を「障害のある人に関わるすべての事象を内容としている人胸朧 ,特
にノー マリゼーションの思想を基軸に据えた考え方であり,障害に関する科学的認識の集大成であ
る」と定義している0。 また,これら障剛 利こ関する教育活動を「障害理解教育」とし,前田他
●008)は「障害に関する科学的な理解・認識の形成を通して, 自己理解・相互理解を深め,人間
尊重 。人権尊重の精神を育っていく教育活動である」と述べている。。また,真城 ●003)は「社
会と障害との関わりを考えることを通して,自らの社会への関わり方への指針を得ることで,その
過程を,一人の個人としての他者との関わり方,人間の嘲醜 社会的な存在としての個人などに
ついて,学習する機会を提供するもの」としている。。さらに堤他 12008)はこのような障碍理
解教育の様々な定義の共通点として,障碍の有無に力功わ らず,すべての人を対象としているこ
と,障碍の科学的認識を通して人間への理解を促すことの二点を挙げているD。
そこで,今枝他 ●013)は障碍種別によって実施内容や対象学年が異なることを明ら力ヽ こし,
月ヽ 。中学校を対象とした調査により,障碍種別の障碍理解教育の実施に関する基礎資料を得ること
を目的とした研究を行った⑧。本節では,今枝他の研究を参考に,小学校の調査結果について取り
上げていく。
この研究によると,肢体不自由,視覚障碍に関しては「障害シミュレー ション困向 が多いこと
が明ら力ヽ こなった。これは障碍者が困難な状況に直面しているときに, 自分自身がどう援助するか
を,より実際的に考えることを目的としている学習内容であり,肢体不自由であれば車椅子体験,
視覚障碍であればアイマスク体験などが実施されている。しかし,障碍に関する認識を歪める可能
性があることも指摘している。例え|二 視覚障碍のシミュレー ション体験におけるアイマスクを使
用した歩行体験では,「つらさ」や「こわさ」などの情緒的反応を引き出すことに重点が置かれる
ことになりかねなし、そのため,あくまでも健常者が視覚を遮断された状況で感じ取る「環境」を
知る体験であることを十分に踏まえた実施を行うことと事前事後学習の重要性を提唱している。
次に,聴覚障碍では「読書教材」が多く,知的障陽 発達障碍は「在籍児音牛徒の説明」が多い
ことが明らかになった。その反面,実施内容が少なかったのは「障害シミュレー ション体験」であ
つた。視覚ミ 、肢体不自由などは日に見えやすい障碍と言われている一方で,知的懇 、発達障
碍は目に見えにくい障碍である。そのため,実際に体験してみることが困難であるため,実施され
ることが少なかったと考えられる。
これらの調査結果から,肢体不自由,視覚障碍といった障碍種は,シミュレー ションをする中で
¬憫的な状態像を捉えやすいと言うことができる。しかし,知的障碍や発達障碍に関しては,¬般
的な状態像をとらえること力勁難ゞしく,「在籍児童生徒の説明」など,より廓 判勁齢 を受ける
児童生徒に身近な存在を知ることに重点が置かれている。
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また,障碍種別に見る障碍理解教育の対象学年では,視覚障碍は「3イフ知 の割合が高く,次い
で,「4物 ,「5年生」であった。これは視覚障碍を取り上げている国語科の教材と関連して
実施しているため, 3年生,4年生での実施が多くなつているものと考えられている。 知的障
硯 発達障碍では「4年生」の害1合が一番高かつたが,その他の学年も割合はほとんど変わらなか
った。知的障臨 発達障碍の実施内容の多くが,「交流及び共同学習」,「在籍児童の説明」であ
つた。そのため,各学年,各学級での実施がなされたため,対象学年では特徴が見られなかったと
考えられている。
以上見てきたように,障碍理解教育に関しては様々な学年で,障碍シミュレー ション体験等を行
うことで,障碍理解を促そうとしている。このように障碍理解を行うことて判昇錘勘旱へと赴くこと
に主眼を置いている。しかし,本研究では障碍者を含んだ他者を自己の問題として捉えられるよう
にしていきたし、そのためにも,障碍理解を少しずつ深めていくこと、 他者理解,そして人間理
解へと繋がるような授業デザインを提案する。本授業デザインでは障碍理解を行う題材として,ス
ポーツを取り上げる。
第二節 共生社会とスポニッ
スポーツといえばォリンピックやパラリンピックを思し,手かべることが多し、特に,2020年に
は東京オリンピック・パラリンピックが開催されることもあり, 日本では今一度スポーツに注目が
集まっている。近代オリンピックの父と呼ばれるピエール・ド・クーベルタンは,オリンピックの
あるべき姿を「スポーツを通して心身を向上させちさらには文化。国籍など様々な差異を超え,友
情,連帯感,フェアプレー の精神をもつて理解し合うことで,平和でよりよい世界の実現に貢献す
る」とし,スポーッを通して,偏見を減らし,互いを尊重し合うことの大切さを学ぶ機会であると
述べた。。
そもそもスポーツは,ラテン語で「deportare」という言葉であった。これは,人間の生存に必
要不可欠なことから一時的に離れる。すなわち,気晴らしをする,休養する,楽しむ,遊ぶなどを
意味していた。そして,中世フランス語で「desport」となり,14世紀にはイギリスで
「disport」,16世紀に「sporte」あるいは「sport」と省略されるようになった。近代に入る
と,一定のルールに従つて競技する,いわゆる「競技スポーツ」ヵヽ一般的となり,現在の「スポー
ツ」という言葉のイメージが定着してきた 1968年の国際スポーツ・体育評議会 (ICsPE)
は,スポーツを「プレイの性格を持ち,自己または他人との競争 ある01ま自然の障害との対決を
含む運動」と定義したか。つまり,この定義では,スポーツには遊び (プレイ),競争ち運動の要
素が含まれている。遊びの要素を多分に含んだスポーツとしてレクリエーションやレジャー とぃっ
たものがある。これは,老若男女誰もが楽しむことができ,健康中 進や社交の場として用い
られやすレ、また,生涯を通じて,いつでも,誰とでも,どこでも楽しむことができるので,「生
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涯スポーツ」と呼ばれている。このようにスポーツは大きく分類して,「競技スポーツ」と「生涯
スポーツ」に分類することができる。
また,今日の社会では「スポーツ=体を動かすもの」というイメージを抱いている人々が多し、
前述したように,スポーツには元々,気晴らしをする,楽しむという意味も含まれていた。つま
り,体を動かすもの以外にもスポーツは存在する。体を動かすことを目的とした「フィジヵルスポ
ーツ」とは別のいわゆる「マインドスポーツ」と呼ばれるものである。マインドスポーツの代表的
なものにチェスがある。1999年の国際オリンピック委員会 (10Clにおいて,チェスはメジャース
ポーツ三十種の中に加えられり国際チェス連盟はI∝の加盟団体となった。チェスの他にも,囲碁
や将棋もマインドスポーツとして認知されており,オリンピックに相当する「ワー ルドマインドス
ポーツフェスティノウL/」 も開催されている。この大会では,チェスの他に囲碁や将棋なども行なわ
れている。また,オリンピックという名前がついた大会として「数学オリンピック」や「物理オリ
ンピック」などの「科学オリンピック」が存在する。このように考えると,単に体を動かすだけが
スポーツではないと言えよう。
ところで,スポーツといぅのは外来語である。では,スポーツを日本語の単語に当てはめるとど
うなるのであろう力Ъスポーツに最も近い言葉として「体育」力ヽ考えられる。今日の日本において
は「体育の日」や「国民体育大会」などのように「体育=スポーツ」と,般的に考えられている。
しかし,「体育」を英語に直すと,「physical educatiOn」,つまり「身体教育」のような意味合
いとなってしまう。日本に「スポーツ」とぃぅ言葉がやってきたのは明治初期であると言われてい
る。この時代は富国強兵を謳つており,欧米諸国に追いつこうとする時代背景があった。そのた
め,兵士として身体を鍛え,訓練するための手段として,陸上競技や体操,水泳などのスポーツが
活用されることとなった。さらに,戦前の日本は軍国主義の世の中となり,軍事訓練と体育教育が
一体化することとなった。そのため,民主主義化した今日の日本においても「スポーツ=体育」と
いう図式が残ってしまっている。
また,文部科学省は平成25年に「体力・スポーツに関する世論調査」を行つた2ヽ この調査は
全国の20歳以上の男女を対象として行つた調査である。この調査によると,1年間に運動やスポ
ーツを行つた理由を質問したところ,次のような調査結果となった
。健康・体力づくりのため…56.4%
。楽しみ,気晴らしとして…49.銘
・運動不足を感じるから…43.81/0
・友人・仲間との交流として…32.316
彼数回答,上位4項目)
この調査結果から,約半数の人がスポーツを「楽しみ,気晴らしをするもの」と捉えていること
がわかる。現代社会は思想の対立や経済的な対立,自然環境との対立など様々な問題が積み重なっ
ている。そのため,これから社会においては,人と人,あるしヽま人と自然との共生が求められる。
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このような時代であるからこそ,スポーツで競争に重きをおくだけでなく,共生社会形成に向けて
「共に楽しむ」ことを目指したスポーツに着日してもいいのではないだろうれ
また,今日の社会では,オリンピック・パラリンピックというように,いわゆる「健常者向けの
スポーツ」と「障碍者スポーツ」に分け隔てられている。しかし,2012年に開催されたロンドン
オリンピックでは,両足義足の障碍者であるオスカー・ピストリウスがオリンピック種日の陸上男
子400m及び男子4×400mリレー に出場した。元々,ピストリウスは2008年に開催された北京パラ
リンピックの陸止男子10価,20価,400mの金メダリストであった このように,障碍者が健常者
の大会に出場するなど,健常者。障碍者の垣根が低くなってきていると言えよう。そこで,「健常
者向けのスポーツ」を障碍者も参加できるスポーツに,障碍者スポーツを健常者も共に楽しめるス
ポーツにしていくことはできないだろう力ゝ そのために,既存のスポーツに二つの要素を加えると
誰もが楽しめるスポーツとなり,スポーツから共生社会の理念に近づいていくことができると筆者
は考える。
一点目は,合理的な配慮を行うことである。スポーツは,技能の高い人や身体的に有利な人が目
立ちがちである。このような人たちが他の人も活躍できるように配慮することで,多くの人たちが
楽しめることにつながる。
二点目は既存のスポーツのルールや環境に手を加えることである。特に,障碍者など身体的なハ
ンディキャップのある人たちにはサッカーやバスヶットボールに健常者と混ざって楽しむことは難
しし、そこで,障碍者のハンディキャップに配慮し,ルー ルや環境を考え整備することで,障碍者
も活躍しやすいスポーッとなる。
そこでスポーツを起点として,合理的な配慮を行うことが共生社会形成に向けた道徳的側面とな
り,ルー ルや環境を整えていくことが社会制度的側面となるようつなげていきたし、 このようにス
ポーツを通して共生社会形成に向けた基礎となる土壌を培つていくことが可能ではないだろうれ
スポーツと共生社会との関係を示したのが次の図である。
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スポーッ
図3 スポー ッから共生社会ヘ
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第二節 インクルーシブな視点でのスポーツ
第‐項 障碍者スポーツに着目して
今日車椅子バスケットの人気や パラリンピックの開催など世間での障碍者スポーツヘの関心
は高まってきている。障碍者スポーツは,本来機能回復訓練を目的とした医学的リハビリテーショ
ンを起源としていた。スポーッを治療として用いた人物として,ルー トヴィヒ・グッドマン
lLudwig Guttnlan,1899-1980)が有名である。グッドマンは「パラリンピックの父」と呼ヽ 、
イギリス障碍者スポーツ協会の創設者である。彼はスポーツの持つ向上心の育成や娯楽性,身体活
動性に着目し, リハビリテーションの一環としてスポーツを導入した。そうすることで,楽しみな
がら明確な目標を持つことによって社会の中で生きていく自信と身体機能の回復を図ることに成功
した
その後,グッドマンは障碍者にとってのスポーツの価値に気づき,特にアーチェリー の分野で健
常者の大会に障碍者を積極的に出場させた。そして,グッドマンはイギリスのストー ク・マンデビ
ル病院で行われていたストー ク。マンデビル競技大会を開催した。これは「手術よリスポーツを」
との理念から,傷病兵のリハビリテーションロ的で始められたもので,第一回ス トー ク・マンデビ
ル競技大会は1948年のロンドンオリンピック開会式と同時に開幕したと言われている。そして,
パラリンピックは1960年のロー マ大会で初めてオリンピックと同じ都市で開催されることとなっ
た
その後,障碍者スポーツは競技スポーツヘと発展していき,現在では,障碍者の余暇活動や社会
参加の重要な機会として捉えられるようになってきている。 また,今日では健常者が障碍者に混
じつて障碍者スポーツを楽しんでいる姿が多く見られるようになってきている。日常生活におい
て,健常者と障碍者が交流する場というのは少ないため,障碍者スポーツの役害1の一つとして,健
常者と障碍者とをつなぐ大きな架け橋となることができる。
また,奥田(2010)によれ,よ ドイツの障碍者スポーツ連盟lDBS)は, 目的に応じて障碍者スポー
ツを以下の三領域に分けている0。
①リハビリテーションスポーツ
リハビリテーションスポーツは,医師により処方され,グループで行われる。医師によるケアと
専門的な教育を受けたコー チたちの指導によって,持続陛。身体強調性・柔軟性・力がスポーツゃ
スポーツ的な遊びによって促進される。また, リハビリテーションスポーツはグループで行うこと
で大きな役割を果たしている。スポーツを行うことと並んで,他者との交流につながり, リハビリ
テーションスポーツをより促進していくことにつながるためである。 また, リハビリテーション
スポーツは,自己責任感や自信を高めることにつながる。そうすることで,病気や事故になって発
生する心理的なことや社会的なことに対tて,よりよく克服することの助けになる。リハビリテー
ションスポーツは楽しみをもたらしてくれ,またいろいろなことに対するやる気を起こさせてくれ
るものである。
18
②生涯スポーツ
生涯スポーツは,様々 なことが目的となっている。障碍者の生涯スポーツは,楽しむことを目的
として,体を動かし,遊んだりしてスポーツをすることや,共同体験をもつことを目的にしてい
る。スポーツ活動を通して,ものごとを成し遂げる能力を維持したり強化したりすることができ
る。また,生涯スポーツの目的の1つに,健康促進という面のほ力ヽ こ,スポーツの心理社会的効力
も広義の目的となっている。すなわち,生涯スポーツにおいて,自意識の向上(自信を強化するこ
と)と社会的コンタクトをもつことが,障碍者の社会参加に非常に肯定的な効果をもたらすし伝統
的なスポーツ種目のほ力ヽ こもトレンドなスポーツ種目や人気のあるスポーツ種日もある。生涯スポ
ーツは,生活に寄り添つたスポーツ活動という意味において, リハビリテーションスポーツを引き
継ぎ,また競技スポーツヘの飛躍聴 点でもありえるものである。
③競技スポーツ
競技スポーツは,個人の力を最大限に投入して勝利と記録に向かつて努力されるとき, 競技ス
ポーツとなる。障碍の多様性によリクラスの区分が行われ,それによって,チャンスの均等性とフ
ェアな競争が保障されている。資格を持ったトレー ナーや特別な医学的なサポート, ドー ピングの
無いスポーツヘの努力がヒューマニスティックな競技スポーツの基礎となっている。DBSの屋根の
下にはたくさんのスポーツの種目が入つており男女ともに潜在能力を開花させている。さらには,
夏毛 冬季のノくラリンピックヘの参加をも可能にするのである。
この三領域の関係性を図にまとめると次のようになる。
図4 障碍者スポーッ三領域の関係性
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このように障碍者スポーツはリハビリスポーツを起点として,生涯スポーツ,競技スポーツヘと
つながっていく。共生社会形成していくにあたって,生涯スポーツの考え方をもとに健常者と障碍
者が混じってスポーツを行うことが効果的と言えるのではないだろうれ 例え|二 車椅子バスケッ
トボールの公式ルールでは,障碍や身体能力の程度によってクラス分けされている。障碍の重い人
から順に1-4.50.5単位)の持ち点が与えられ 試合に出る5人の選手の合計点数が14点以内
になるように設定されている。このよう|″レ ルーを工夫するだけで,様々 な障碍の程度がある人た
ちでも活躍することが可能である。健常者 。障碍者誰もが活躍できるスポーツとするために,障碍
者スポーツのルールや環境を整備し実践していくことc共生社会の理念に近づいていくことがで
きるであろう。
第二項 スポーツ=般から考える
共生社会の理念に近づくためには障碍者スポーツだけでなく,既存のスポーツ=般からでも可能
である。既存のスポーツのルールや環境を整えるだけで,障碍者に配慮した誰もが楽しめるスポー
ツヘと変わることができる。以下,筆者が考えた誰もが活躍し,楽しめるスポーツの一例である。
サッカー・バスヶットボール
・一度ゴー ルを決めた子はそのゲーム内で三度とシュートを放てなし、
・ゴー ルを決めると赤自帽子の色を変える。
・ゲーム終盤にボールを二つにする。
・コー トの色を視覚的に分かりやすくする。
サッカーやバスケットボールは身体的に優れた子やプレイが上手な児童たちが目立ちがちとな
り,それ以外の児童たちは傍観者のようになりがちである。そのため,ゴールを決めた児童には,
そのゲーム内で三度とシュートを放てないようにすることで,他の児童たちにゴー ルを決めてもら
うために,パスを回したりする。また,赤白帽子の色を変えることで,視覚的に判断しやすくす
る。さらに,終盤にボールを二つにすることで,一つのボ /ーL/に群がることを防ぎ,様々 な児童た
ちがボールに触れ合う機会を設けられるようにする。そして色テープなどを用いて,コー トを視覚
的に分かりやすくすることで,誰にとってもわかりやすい環境となるようにする。
以上のよう|ンい―ルや環境を整備するだけで誰しもが楽しめて活躍できるスポーツヘと変えてい
くことができよう。また,障碍者と共にスポーツを楽しむためには,障碍者のハンディキャップに
合わせてルールや環境を整備していけばよし、視覚障碍者とサッカーを楽しむのであれ咸 鈴の入
つたボールを使用することヽ 補助として視覚障碍者にずっと付き添いながらプレイしてもよいと
いつた具合である。このように,スポーツー般から,障碍者のハンディキャップに配慮しながら少
しの工夫を加えるだけで 障碍□悧こつながり,人間理解を行う上での基盤となり得るであろう。
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第四節 障碍理解から人間理解 口自己理解ヘ
ここまではインクルーシブな視点からスポーツを考える活動を起点として同 判勁刊こ関して,そ
して共生社会形成に向けた取り組みについて述べてきた 障碍者とは第一章で述べたように,社会
的な障壁に対して不利益を被る存在であり,健常者が持つ何らかの相対的な遅れやつまずきがある
人たちである。言い換えれ|£ 私たちより物事の得意・不得意が大きく顕在化した人たちであり,
また私たちよりも少し支援が必要な人たちである。健常者であっても,赤ちゃんや高齢者の時は支
援を要するし,事故や病気によって,いつでも障碍者になり得る存在である。つまり,人間は誰も
が多かれ少なかれ支援を受ける存在であり,そういった意味では健常者も障碍者も同じである。そ
れであるのにもかかわらず,人間同士で戦争を行うなど,人間は自らの欲望の赴くままに生きてい
た。そして,差別が歴史的に見て顕在化してきた 差別というのは自己の中にある「他者より上に
立ちたい」,「他者より上でいたし」 という強欲や倣慢さやから生まれたことが一因である。差別
が生じるということは,人間に対する理解が不足しているためであろう。
そこで,障碍理解を通して,人間性について探究していき,人間理解を行っていく。人間性につ
いて探究していく過程で,他者や自然 社会との関係について自己と結びつけながら考えること
で,今日存在している様々な課題が自己の問題として捉えることができるであろう。また,自身が
い力ヽこ幸福な状態であるか気付くことも可能であろう。この幸福な状態に気づくということは,森
羅万象の有り難みがわかるようになり,謙虚さが生じていくことにつながる。
そこで,次章からは「人間とは何れ 幸せとは何ハ 平等と1詢力」 という人間性の探究を通し
て,普遍的人間性に迫つていく。
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第二章 本授業の意義
第■節 日本の道徳教育の現状
道徳は今日の日本の学校現場において「①自分自身に関すること,②他の人との力功幸力に関す
ること,③自然や崇高なものとの力功わヽりに関すること,④集団や社会との力功わヽりに関するこ
と」の四つの視点から捉え内容項目が立てられている23b。その中C学校における道徳教育の四つ
の目標融①道徳として知っておくべきこと (知識)を教える,②道徳的心情を育む,③道徳上の判
断力を養う,い に行動できる 供霧力がある)ようにする,である。日本の道籐ケ奇におい
ては 道徳的に行動できること,つまり道徳的実践力を育むことを最も重要な目標に据えている。
この道徳的実践力は,道徳的心情,判断力,意欲・態度を包括する「動 が前提となると考え
られている。このことを図にまとめると次のようになる。
道徳的実践力
図5 道徳性と他の道徳における力の関係
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しかし, 日本の学校の道徳教育において,これらの目標を実現することは容易ではなし、丸山
●012)は学校における道徳教育を難しくさせている要因として三つ挙げている"。 一点目は,前
述した四つの目標を同時に達成することを可能とする一つの方法がないことである。二点目は,教
える者と学ぶ者の間には,必然的なギャップがあることである。そして三点目は,価値多元化社会
においては,異なる規範が存在しうることである。これら三点が学校における道徳教育を進めるこ
とを困難にしていると言及している。
では,現代社会における子どもたちの道徳的課題は何であろう力、 「岡難制 を超えて一青少年
の自立と大人社会の責任」 (1995,総務省)によると251,
① 社会の基本的なルールを遵守しようとする意識が希薄になつている。
② 自己中心的で,善悪の判断に基づいて自分の欲求や衝動を抑えることができなし、
③ 言葉を通じて問題を解決する能力が十分でなし、
④ 自分自身に価値を乱し, 自尊の感情をもつことができないでいる。
この答申では,子どもたちの問題行動の背景には現代社会の道徳や道徳性,そして道徳教育に関
する諸課題が存在し,問題行動として表出していることを明ら力ヽこしている。そもそも道徳とは一
体何なのであろう力、
山崎 ●001)は,道徳を西欧における道徳の語源と近代に至るまでの思想史を見ていつた中で
「社会的存在としての人間の行為を,外面的あるしヽま内面的に規制する社会規範である」とした
動。その中で,それは外的な強制力をもつ法と|ま根本的に異なっているとしている。法が¬般に明
文化され,強制力をともなって行使されるのに対し,道徳は人間の内面に存在する良心の「内なる
声」に従つて善悪の判断が行われ 行為に移されるからである。それゆえ,法に反すれば罰せられ
るのに対し,道徳に反した行為をしても罰せられることはなυЪそこで,道徳は法のように人間を
外面から罰することがなくても,自分の行おうとしている行為,行いつつある行為,行つた行為に
対して,内面から警告を発するものであるとしている。
教育哲学者シュプランガー 6pranger,E.1882-1963)は,この道徳の二つの側面を,社会的モ
ラルと個人的エーストとして,次のように説明している271。
社会的モラルとは,社会や集団の中に存在する規範の総体として個人を取り巻き,個人に影響を
与える道徳である。それは,歴史的,社会的に市係応れた生きた形でどの集団にも存在し,個人の
行為を制御する力をもつている。したがって,社会的モラルは,それぞれの時代,国家や社会集団
によって異なった形をとって存在するが,それらの時代や社会を超えて伝承される普遍的な意味内
容もそのな力ヽこ内包している。
これに対して,個人的エーストは,個人の内的体験に基づいて形成される価値世界である。すな
わち,それは個人の内面に存在する良心として,各人の行為に規範的な方向性を与える。良心と
は,人間が日常生活のなかで何か行為しようとするとき,善悪の判断を行し、為すべき行為を選択
しようとするとき,一歩踏み留まって,この内面から聞こえる良心の声に静力ヽ こ耳を傾け, 自分の
行為を判断するのである。
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以上のように,社会的モラルが,個人の外に存在する社会的規範であるのに対して,個人的エー
ストは,個人の内面に存在するし主体的規範である。これをまとめたのが次の図である。
融
?
?
社会的モラル 帥
個人的エースト (道徳D
―社会的規範 ・…外面的道徳
―主体的規範 ・…内面的道徳
図6 社会的モラルと個人的イースト (山崎をもとに筆者作成)
このように道徳はこの両者の関係が互いに複雑に絡み合つておるものであり,一方は他方なくし
て存在しなし、
また,道徳とは何かを考える場合,山崎は道徳的価値について考察する必要があると述べている
281。道徳的価値内容を吟味することによって道徳そのものの意味も,より明瞭になってくるためで
ある。そこで,シュプランガーの著書『生の形式』をもとに考察を行つている。シュプランガーは
この著書の中で,人間の精神構造を六つの個性類型によって把握している。彼は人間の精神作用を
個人的精神作用と社会的精神作用に分け,個人的精神作用として理論的 。経済的・審美的・宗教的
精神作用を,社会的精神作用として権力的,社会的精神作用を考え,提示した。現在人間には,こ
れら六つの精神作用が全て内在しているが,どれも同じ強さをもつわけではなし、つまり,個人に
よつてそのなかのある種のものが支配的な力をもち,他のものが従属的な関係におかれるのであ
る。
このようにシュプランガーは各個人がどの価値を最も重視する力ヽ こよって,理論的人間。経済的
人間・審美的人間・権力的人間。社会的人間・宗教的人間の六つの基本的な人間類型が存在すると
考えた。これらがシュプランガーの考えた「生の形式」である。そして,彼は,理論的人間には
「真」の価値が,経済的人間には 味J・効用」の価値が,審美的人間には「美」の価値が,権力的
人間には「権力」の価値が,社会的人間には「愛」の価値が,宗教的人間には「聖」の価値が,そ
れぞれ支配していると考えた。これらの支配的価値が,他の価値とどのような関係をもつ力ヽ こよっ
て,ある人物がどのような人格である力功決ゞ定され,それを支配する法則が生じることとなる。こ
れらをまとめたのが次の表である。
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表7 シュプランガーの六つの価値類型 (山崎をもとに筆者作め
価値類型 耐 向 個肥
個人的作用 輪 嚇
麟 嚇
篠 嚇
宗教的価値
真
利・効用
美
聖
理論的人間
経済的人間
審美的人間
宗教的人間
桧 泊r,右膚,神キャ″トリヨ 権力的価値
桧 嚇
権力
愛
権力的人間
社会的人間
以上のように,シュプランガーは個人の精神構造を解明していく場合,その人にとつて最も価値
があるものが何であるかを知ることが鍵になると考えていた。しかし,現代に生きる人間は,決し
て一つの価値種類には限定されなし、少なからずどの価値類型も含まれている。また,シュプラン
ガーのこの六つの価値類型の中には道徳的価値は含まれていなυЪ彼は道徳的価値を人間固有の価
値類型として認めていなかったのであろう力、
古来,哲学者や倫理学者の間で,真・美・善の三つの理念的価値が設定され,そのなかでも道徳
的な善の価値は不卜の価値として,それを実現することが目指されてきたDしかし,シュプランガ
ーはこの道徳的価値を他の価値類型と並ぶ固有の価値とは考えず,それら六つの諸価値が統合され
ながら実現される総体的な価値であると考えた。しかし,実際には,抽象的な道徳的価値というの
は存在せず,それは学問や経済,芸に 政治,宗教などの文化的な活動のなかで存在し,それらの
諸活動に即して道徳的価値が実現されるのである。つまり,道徳的価値とは,人間の日常の具体的
な諸活動を通して, 日々 の実践のなか実現していく存在である。真・美・善などの哲学的な価値
は, 日常生活の具体的な実践活動から離れたものでは決して意味をもたなし、そのため,現代に生
きる人間にとつては道徳的実践を通して道徳的価値を高めていくことができる。道徳的実践力を養
うための基盤となるものとして道徳性が存在する。
渡邊 0012)は道徳性の捉え方について二つの方向に区別できるとしている291。_っは,価値や
規範と呼ばれる道徳の内容の観点からの捉え方である。これは歴史的に主流を流していたものであ
り,今日でも有力な考え方である。学習指導要領においても,「道徳性とは,人間らしいよさであ
り,道徳的諸価値が一人ひとりの内面において統合されたもの」と規定されている。二つ目は,社
会生活の中で行う様々な道徳的な判断を規定するという捉え方である。これはピアジェ
eiaget,」,1896-1980)に始まる認知心理学の中で追及された考え方であり,特にピアジェの考え
方を継承するアメリカのコー ノL/バー グ lKohlberg,L,1927-87)によって主張されてきた考え方であ
る。
ピアジェの研究では,道徳の療育に心理学研究を取り込み,道徳性の発達段階を明ら力ヽこした
しかし,他律から自律への移行を規定する要因として仲間との協同関係のみが指摘されているが,
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文化や大人の存在など,その他の要因は十分に明ら力1こされておらず,十一,二歳で自立性が達成
されることとピアジェの研究でみなされている。
また,心理学では,一般に「事実」と「mと 1濁義瞥に区別されている。しかし,発達妃理学
では発達段階が事実に基づいて設定されるが,その場合,より高い段階は知らず知らずのうちによ
り望ましい段階であると見なされる。そのため,発達段階の設定|ゴ可が望ましいことであるかとい
う「価値」を示していることとなる。コー ノレ ―ヾグは両者を分離せず,道徳的な命題が両側面をも
つことを認め,発達段階と価値を結合し,その価値を「正しさ」 α郵議。公⊃ とし,普遍化の方
向へ変化していくと考えたのである。
そこから彼は十歳から十六歳の子どもを集め,思考の不均衡を生み出すことを目的にした道徳的
葛藤を含む例話 (ジレンマ・ストー リー )を示し,その高藤に対する判断と理由を面接法によって
調べた。そこで,次のような「三レベル (水準)六段階論」とも呼ばれる段階モデルを作り上げ
た
I 慣習以前のレベル
第一段階 罪と服従志向
第二段階 道具主義的相対主義者志向
Ⅱ 慣習的レベル
第二段階 対人関係の調和ある01ま「良い子」志向
第四段階 「法と秩序」志向
Ⅲ 慣習以後の自律的,原理的レベル
第五段階 社会契約的遵法主義志向
第六段階 普遍的な倫理的原理志向
この各レベルと段階には内容を特徴づける名称がつけられている。 Iのレベルは成人の日常の社
会生活に至る以前のレベルを示し,Ⅱのレベルは日常の社会生活のレベルである。Ⅲのレベルは日
常の社会生活の基盤にある道徳的段階を規定する原則や原理を批判的に反省できるレベルを示して
いる。
第一段階は,行為をその物理的結果や罰や報酬から考える段階であり,幼い子どもが上下の縦関
係の中で考えるあり方を示している。第二段階は,行為をその物理的な有用性から考える段階であ
り,友達関係のような最初の対称的関係の中で生じる。第二段階は,集団の一員として,集団に従
うこと,つまり集団から承認される思考であり,多数意見に従う傾向がある。第四段階は,集団と
自己との関係に相Ij性が見られ,法や秩序をそれ自体のために維持することを考えているのが特徴
である。第五段階では,社会の基盤にある規貝uや原則を批判的に吟味し,合意された基準に従うこ
とができる。第六段階は,人間の権利の相互性と平等性や人間の尊厳性を普遍的な原理から考える
ことができる。このように最も高貴な価値として,「人間とは何か 幸せとは何れ 平等とは何
力可 という普遍的なテーマが示されている。これらを考えていく上で,まずは自己のことをよく知
り得る必要があるのではないだろう力、
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アメリカの心理学者であるマズロー 仏,H,Maslow,1908-70)は人間の基本的な欲求を五段階にし
て提唱した。コー ノL/バー グは他からの制約である消極的な発達段階を示したのに対し,マズロー は
自発的な発達段階を示している。それが次の図である。
第一段階の「生理的欲求」とは睡眠や食事などのように生存するために必要不可欠な欲求であ
り,生態系全てに見られる欲求である。第二段階の「安全欲求」とは生理的欲求が満たされた上
で,安全・安きな生活を求める欲求である。ここまでの段階は猿やチンパンジー のような動物でも
持ち合わせている欲求である。そして第二段階は「社会的欲求」であり,集団の一員として,ある
いは社会の下員として所属して生活することを求める欲求である。人間は社会的な動物であるた
め,人間らしく生きていくために必要不可欠な欲求であると言えよう。第四段階の「承認欲求」と
は, 自身が集団や社会から価値のあるものと見倣され,尊重されることを願う欲求である。そし
て,第五段階の「自己実現欲求」は,自らが規定した存在になること,つまり自己の可能性を最大
限に発揮出来ることを願つた欲求である。
このようにマズロー は最も高次の欲求として自己実現を挙げている。自己実現の欲求を満たすた
めにも,他者や自然,社会などの外的な要因を自己と結びわけて考えられるようにしなければなら
なし、 このように,自己心 、そして自己を自己の問題として捉えることで,より道徳的思考が深
化していけると考えられる。そうすることで,コー ノL/バー グの第六段階に該当するような,より高
次の道徳的価値へと迫つていくことができるであろう。
/       浴欠司R      ｀
安全欲求
軸 求
図8 マズロー の欲求五段階説をもとに筆者作成
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鰤 -0目 的
第卜J質 メ鰤場・坪黎事・幸銘扇と:』中Dりヽ
人間とはい力ヽ 翻 い存在であろう力、本来 人間は自然の中で生きる動物の一部,つまり自然
人であった。自然人と|カレソー eOusseau,J,」,1712-78)によると,あらゆる人為的。社会的関係
から離れ しかも自己保全を満足させ絶対的に生き得る人間であり,常に「自然の善性」の状態で
平穏に生きるいわば純な「善人」のことである。時が経つにつれ 二足歩行や言語の習得,火の使
用により猿から進化していくことで段々と独立していき,「自然の摂理を受け入れるのみの動物」
とは異なる存在へとなつていった。その結果,人間は自然や動物を支配していくようになり,さら
に人と人との間で戦争を引き起こすようになった。その結果,人間同士で優劣をつけることが顕著
となり,差別が顕在化していき,歴史的に見て無残な結果を残してきた側面も否めなし、
このように人間は脱自然化を図る中で, 自然や動物,人を支配するという神の真似事をしてき
た。西洋思想で言うところの神の怒りに触れるようになったのである。神とは,自己にのみかかわ
つて生きる絶対的完全体であり,他人や社会を必要とせずヽ自然の摂理そのものである。人間はど
う見ても神になること|まできないため,人間関係や社会が必要となった
また,人間には七つの大罪があるとされている。七つの大罪とは西洋思想における主にカトリッ
クでの考え方であり,ラテン語や英語での意味は「七つの死に至る罪」である。この言葉は,罪そ
のものというより,人間を罪に導き,人間の不幸の根源であると見倣されてきた欲望や感情のこと
を指すものである。つまり人間のもつ弱さや醜さである。七つの大罪は,人つの「枢要駒 として
現したのが起源である。人つの枢要罪は厳しさり嚇 によると「莉   「色欲」「]蜘  「憂鬱」
「曲   「怠惰」「虚飾」「傲慢」である。6世紀後半に,人つから七つに改正され,順序も現在
の1厠手へと仕上げられた。その後「虚飾」は「倣1曼」へ,「憂鬱」は「怠惰」となり,「嫉妬」が
追加された。その結果,七つの大罪は「暴食」「色欲」「強欲」「憤怒」「怠惰」「傲慢」 畷
妬」となった。この人間がもつ七つの大罪と上手く折り合いをつけていかないと,不幸に陥ってし
まう。そこで,調和的に折り合いをつけるために人間にのみ与えられたのが道徳である。道徳と言
うのは不完全な存在である人間へと神から与えられたものとされている。道徳によって人間は美徳
か悪徳かを選択する余地があり, どちらを選ぶか高藤しながらも社会の中で生きる一人の人間とし
て生活している。東洋思想においては,修行によって解脱を目指し,自然と一体になろうとしてい
る。つまり,人間のもつ七つの大罪を極限まで抑えようとしているのである。
また,ルソー は著書『エミー ノL/」 で次のように述べている。
「わが子よ,勇気がなければ幸福は手に入らなし、戦わなければ徳も身に付かなし、徳という言
葉は力という言葉からきている。力があらゆる徳の根底にあるのだ:徳はその本性から見れ,弱弓い
が意志によって強くなる存在にだけ与えられているものだし正義の人の値打ちはただそういぅこと
にのみあるのだ。だから我々は神を善なる神と呼ぶが有徳な神とは呼ばなし、 というのは,神は善
を為すために努力する必要がないからた 」
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また, 財中は私に善を愛するために良心を,善を知るために知性を,善を選ぶために理性を与え
た」と述べている。つまり,神は他人や社会を必要とせず,ただ自己にのみかかわって生きる真な
る存在なのである。人間は不完全であるため,人間関係や社会が必要となつた。そして,人間が人
間らしく生きていくために,良心。知性。理醜勧沖中から与えられた これらは自己のことを客観的
に把握できるもの,いわゆるメタ認知することができる人間にのみに与えられた要素である。この
良心・知性。理性を育むためのいち手段として道徳教育がある。
前節で述べたように,今日の日本の道徳教育では,道徳性をもとに道徳的実践力を育むこと,つ
まり道徳的価値や良心に基づく自発性をもとに行動できる力を育むことを目標としている。いわゆ
る即効性が求められているのである。つまり,微視的な視点から道徳性を育もうとしているといえ
よう。しかし,より巨視的な視点から自己を見つめ直す機会があっても良いのではないれ
筆者は道徳教育の「M」とは,人間が人間として求められる崇高であり純粋無垢な精神,つま
り人間性であると考える。前述したように人間は,動物とは力Jナ離れた存在であり,神にもなれな
い存在である。そのため,人間は人間理解や人類□に そして道徳人としての道徳的価値に気づけ
る存在である。また,「鞠 は自然や動物,他者や社会と共生しようとする心,つまり日本の道
徳教育の内容項目そのものであると考える。「基礎」「M」という言葉は同等の意味として捉え
られることが多いが,全くもつて意味の異なる言葉である。「基礎」というのは物事における
「礎」となるものであり,この「砲 がないと「動 は成り立たなし、そのため,この FM」
の部分をより道徳教育を通して育んでいってもよいのではないだろう力、そうすることで,より社
会や他者,自然や動物との間で起こる出来事を自己と結びわけながら考え,自己の問題として捉え
ることができるであろう。子どもは,本能薄衝動によって行動し,自身にとって楽しいものや1夫い
ものに価値があると見る傾向が強し、子ども自身が高い価値を求めるようにするために道徳教育は
必要である。他者や自然のことを自分自身の課題として捉えられるような課題を設定することで,
子どもはより高次の道徳的価値を身につけることができよう。
そこで本授業では,インクルーシブな視点からスポーツを考える活動を起点として,障碍者の苦
労や苦悩に気づき,また一方で自身も他者から支援されている存在であることに気づかせる。ま
た,七つの大罪を勉強しながら,他者や社会, 自然など世の中の事象を自己の問題として考え,自
己に立ち返らせる。そうすることで,「人間とは何れ 幸せとは何力、平等とは何力可について考
えることができる一つのきっ力ヽすとする。これらを通して,抽象的で内的な道徳的思考の深化が図
れるようになることをねらいとする。もちろん小学生にとっては難しい内容ではあるが,少しでも
早い段階からこのようなことを取り組ませてみたし、
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第二項 人間性の探究に関する考察
18世紀半ば以降,西洋では近代の思想運動として「合理性」を追求する啓蒙思想が展開され
た この時代は,意図的な教育によって「人間の勧 が強く意識されていた 西洋思想における
「人間性」や「人間らしさ」とは啓壕期の代表的な思想家であるカント
“
ant,I,1724-1804)は
「汝の人格における,及びあらゆる他の者の人格における人間性を,けっして単に手段として取り
扱うことなく,いかなるときにも同時に目的として取り扱うように行為せよ」と表現している。つ
まり,これに七つの大罪の考えを組み入れると,人間が生まれながらにして持っている自己の弱さ
や醜さ,所謂七つの大罪を克服して,人間として生きることを目的とし,そのためにも人間が単に
手段として扱われてはならないということである。
また,啓蒙期の代表的な思想家であるペスタロッチー eestalozzi,ェH,1746-1827)は著書 Π隠
者の夕剥 において「人間は玉座にあってもかぶき屋根の陰にあっても,みな同じ人FH■その人
間は本質において,一体何であるのれ 」と述べた。つまり,人間の「自然状由 から「道徳的状
態」にいたる必要性を主張したのである。「自然状態」とは前項で述べたような「自然人」のこと
であり,「堕落せざるをえない人間の状態」でもある。人間はこの状態から,最終的には社会や他
者と関わりながら生きていくために,道徳的な自律を備えた人間にならなくてはならなし、 また,
彼の著書である『 リー ンノツレトとゲルトルート』の中で次のように述べている。
「人間は,彼が放任された野生のまま成長するとすれ|£ 怠惰で軽率で無知でそそっかしく,欺
きやすく恐れやすし、そして限りなく貪欲なままである。さらになお,彼の弱さからくる危険のた
めに,また彼の貪欲を阻む妨害のために,ますます卑屈に,狡猾に,危険になり,欺きやすく,乱
暴になり,大胆に復讐心に燃え,残忍なものとなる。それが放任された野生のまま成長して人間が
本性上なるにちがいない人間の本質なのである。」
つまり,人間が野放しにされたまま自然人として成長していくと,原罪 (≒七つの大動 によっ
て不幸に陥つてしまう。人間は元々善悪のアンビバレンス (両価値性)な存在とみなされており,
動物的本能に比べて可塑的である。人間は本来, 自由であり自由に活動していくことができる。そ
こには法や規律など一切存在しなし、 しかし,人間が人間として生きていく以上,人間関係や社会
が必要である。人間が社会の中で生きていくこと自へ 完全なる我儘を獲得することができなし、
なぜなら,社会化するために人間は自己欺購に基づいているからである。このような中間状態の中
で人間は生きていく必要がある。つまり,人間とは矛盾に満ちた存在なのである。
この中間状態の中で生きていくために必要とされたのが道徳である。道徳的意志によって行動す
ることで,より高尚な精神に近づいていくことができる。高尚な精神自体1諄申のような存在である
と考えられている。このことを図に表すと次のようになる。
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七つの大罪
対自己
対他者
自己 1対自然
鵬
共生
図9 人間と道徳の関係性
このように人間は道徳的状態の中で生きていくことにより,西洋思想で言うところの神に極限に
まで近づくことができる。例を挙げると,キリストや釈迦のような存在である。しかし,人間は神
になることはできなし、なぜなら神は真なる存在であるため,そこには道徳的状態が一切存在しな
いからでる。そのため,人間同士が共生していくために道徳が必要不可欠であろう。そこで,ペス
タロッチ はー『人類の発展における自然の歩みについての探究』の中で次のように述べている。
「わたしはこの世のあらゆる事物をわたしの動物的我欲や社会的関係からまったく独立して,そ
れがわたしの内面の醇化にとって寄与するものは何力、 という観点から表象し,このような観点の
もとでそれを達成する力をわたし自身の中に持つている。」
ここに人間の道徳的状態に基づく自発性と良心,自己実現という人間としての高貴な価値が示さ
れている。人間が自発性や良心に従つて,自己の醇化を決断する,つまり人間として求められる崇
高であり純粋無垢な精神になっていくことで高尚な精神に近づこうとする作用を誰しもが持ってお
るのである。そこで,道徳教育によってこのイ乍用を引き出していきたし、
このように西洋思想では,脱自然化がテーマとなる傾向が見られた。一方で,東洋思想では人間
を自然の一部として捉え,自然と一体化し,解脱することで人間性を探究していった
東洋思想の代表的な思想として中庸の考え方がある。この考え方は孔子が 臨縮剖 のなかで,
「中庸の徳たるや,それ至れるかな」と述べたことからきている。つまり,儒教における考え方で
ある。中庸は,素直な心で実践することによって得られる状態である。すなわち,中庸とは平均点
よりむしろ,バランスの取れた状態に赴くことである。アリストテレスCAristoteles)は『ニコマ
コス倫理学』の中で「メソテース」という言葉で,中庸に近い言葉であらわしており, 町哺 も行
き過ぎてはいけないし,また不足であってもならなし、幸福な状態はその中間,つまリメソテース
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にある。快楽については,耽渉と鈍感との中間が節度と呼ばれる。徳とは,我々 にとってメソテー
スである行為を選択する態度である」と述べている。また,「過度を排すること。過度になれば
その先には苦しみが待ち受けている。調和点を見極めながら,何ごとにおいても極端に陥らないこ
とが大切である」とも述べている。
仏教では,中庸と同じような考え方として中道が存在する。中道は釈迦が苦行主義と快楽主義を
否定した上で示した道である。この中道を歩むことによって釈迦は解脱することができた 解脱と
は人間の七つのもつ大罪という煩悩から解放された状態である。七つの大罪は西洋思想でも東洋思
想でも概ね共通する人間を不幸に導き得るファクター である。釈迦は解脱することによって自然と
一体化し,仏陀へとなった
また,仏教の中に禅という概念がある。この概念は,佗び。さびに代表されるように,虚飾を極
限にまで取り除いた時に,森羅万象の価値を見出した  価値を見出していくことで, 自分自身が
謙虚な存在へとなっていった
また,仏教用語の一つに「おlM」という言葉がある。「お向 は,仏の助けやご加護のこと
で,そこから仏や他人のお陰で生かされていることを自覚し,感謝するという意味からきている。
人間は一人では生きていくことはできなし、たくさんの「お的 によって支えられ,生きている
のである。社会やモノを極限にまで取り除き,この「お陰様」に気づくことで,存在するあらゆる
ものに対しての「有り難み」がわかる。そうすることで,人間は究極の謙虚さを身につけていくこ
とができる。そうすることで,改めてい力ヽ こ自身が幸福の状態であるの力ヽ こ気づくことができ, 自
然や動物、他者や社会と自己との関係について深く考えていくことができる。
32
第二節 ― について
本授業は第6学年の総合的な学習の時間における授業デザインである。この授業では児童たち
の道徳的思考の深化をねらいとする。そのためにも,まずは障碍擬似体験を行い,障碍に関する知
識を得させた上で,障碍者に対する差別の現状についての問題意識を持たせる。そこで,スポーツ
を題材にして健常者も障碍者も共に混ざり合い活躍できるようなスポーツを考え実践していく中
で,障碍者とは健常者より少し支援が必要な存在でしかないことに気づかせる。また,健常者であ
つても病気や怪我などで障碍者になり得る存在であることに気づくことで,障碍者の問題を自己の
問題として捉えることができるようにする。これらの過程を基盤にして,普遍的な道徳的思考に迫
れるようにしたし、普遍的な道徳的思考というのは,西洋思想で言うところの神のような高尚な精
神に近づくことであり,東洋思想では中庸や中道,佗び・寂びのような考え方である。このような
考え方に迫れるように,他者や自然,社会,自己との関係について考え,「人間とは何力、幸せと
は何か 平等とは何力可 という人文科学系の終局的なテーマに迫つていく。そこで,本授業を通し
て,人間としての幸福に迫れるようにするための礎を育みたし、
第一項 本授業デザイン
(1)上漸 銘
「共に生きる社会を目指して ―スポーツから考えよう一 」
(2)時間
全13時間
(3)ねらい
インクルーシブな視点からスポーツを考える活動を起点として障碍理解を少しずつ深めていき,
人間性の探究を通して道徳的思考が深化できるようにする。
(4)禅朝十画
( ― 予想される児童の発言 )
次 嘲 学習活動 指導の手立て
1
つ
か
む
1
1
○障碍について触れる。
一視覚障碍や知的障碍など,障碍にも様々
な種類があるのだな。
○障碍疑似体験を行う。
・アイマスク体験
―危ない場所がたくさんあるのだな。
。「社会にはどんな人たちが暮らしている
の力」 と問いかけることで,様々 な立場の
人がいることに気づかせる。
。日常生活における社会的な障壁を体験す
ることで,障碍者が社会生活を営む上での
大変さに気づかせる。
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1―障碍者にとって役に立つ取り組みがたく
さんされているのだれ
○オリンピックとパラリンピックについて
考える。
一オリンピックとパラリンピックはどうし
て男J々での開催なのだろう。
一パラリンピックはあまリテレビで放送さ
れていないよオヽ
一オリンピックとパラリンピックを統合す
ることはできないのかれ       |
|・点字ブロックの設置や音声案内など
石諸 が過ごロ サ レ世会となるような
組みがされていることに気づかせる。
・障碍者スポーツを体験することで,|
者のハンディキャップを認識し,理解
心を深めさせる。
・健常者であってもルールや環境を指
ることで,障碍者と混じってスポーツ:
しめることに気づかせる。
・オリンピックとパラリンピックの注 |
に差があることから,障碍者に対する′
的な差別が少なからず存在しているこ〈
気づかせる。
・「健常者同士,障碍者同士だけが行ジ
スポーツではなく,健常者と障碍者がリ
混じって,スポーッすることはできなし
だろう力」 と問いかけること、 みんイ
活躍し,楽しめるスポーツを考えていく
動につなげていく。
?
?
?
?
,障
取り
ヨ度
ヽ
理
ヒに
?
?
っ
?
?
みんなが活躍し,楽しめるスポーツを考えてみよう。
?
?
?
?
2 ○健常者・障碍者誰もが活躍できるスポー
ツやルールについて考えてみる。
・体育の授業で行つたスポーツを題材にす
る。
・体育の授業で行つたスポーツを題材にし
て,みんなが活躍し楽しめるためのルール
や環境を考えていくことで,インクルーシ
ブな視点が身につけられるようにする。
・様々な障碍者がいると仮定することで,
障碍者のハンディキャップに配慮できるよ
うにする。
34
?
?
?
?
?
○自分たちが考案したスポーツを実践す
る。
・実践して上手くいった点,上手くいかな
かつた点を整理し,改善策を考える。
。自分たちの考案したスポーツを実践する
ことで,共生社会の理念に触れさせる。
・実践後の振り返りを行い,改善策を考え
ることで,共生社会形成に向けた基礎的考
察力流iえるようにする。
・自分たちが考案したスポーツにおいて,
ゲーム中の障碍者への合理的配慮が道徳的
側面,ルー ルや環境を整えることが社会的
側面でのアプロー チであることに気づき,
実践していこうとする態度に結び付けられ
るようにする。
?
?
?
?
?
1 ・健常者 (自分自身う と障碍者の関係につ
いて考える。
一僕たちもいつ力平ま障碍者になるのかもし
れないれ
―僕たちも様々な人の支援を受けて生活し
ているよれ
一障碍者つて僕たちより少し支援が必要な
人たちなのだれ
員渕[[;[l堡篇::[■
|
。ロンドン五輸出場の両足義足スプリンタ
ーであるオスカ ・ーピストリウスや,先天
性右腕欠損のメジャーリー ガー,ジム・ア
ボットを例にとる。
・ハンディキャップとぃぅ人間の持つ多様
性に慣れていくことで,障碍者への支援が
行いやすくなることに気づかせる。
・病気や怪我などにより誰もが障碍者にな
る可能性を含んでいることに気づかせる。
・赤ちゃんや高齢者を例にとり,人間は誰
しもが支援を受ける存在であることに気づ
力せる。
・障碍者とは健常者より少し支援が必要な
人たちにすぎないということに気づかせ
る。
35
??
?
?
?
|
○七つの大罪について知る。
一人間誰もが七つの大罪を持っているのだ
れ
―七つの大罪を気にせず生きてしまうと無
茶苦茶な社会になつてしまうよれ
一人間ではなく動物みたいな生活になって
しまうよれ
―七つの大罪は人間みんなが持つているの
だから,上手にコントロー ルすることが大
切なのかれ
○「人間らしく生きる」「幸せに生きる」
「平等に生きる」とはどういう生き方か考
える。 印 寺)
・漫画やイラストを提示することで,児童
に取つて想起しやすいものにする。
・七つの大罪の一つひとっの罪について確
認していくことで,七つの大罪は人間誰も
が抱く欲望や感情であることに気づかせ
る。
・七つの大罪がエスカレー トすることで,
結果として犯罪が生じることに気づかせ
る。
・七つの大罪と自身との関わり方について
考えることができるようにする。
。人間性に関して深く追究していくこと
で,道徳的思考が深化できるようにしてい
く。                            |
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(5)本時の学習
1.ねらい
「人間とは何ハ 幸せとは何れ 平等とは何力可 という人間性の探究を通して,道徳的思考が
深化できるようにする。
2.展開
学習活動 指導の手立て 備考
1前時の学習を振り返り,七つ
の大罪について思い出す。
・七つの大罪と上手く折り合いをつけて調和的
に生きることの大切さを想起させる。
ワークシ
ート①
「人間らしく生きる」 壁 に生きる」「平等に生きる」とはどういう生き方だろう力、
2ワー クシートに自身の考えを
記入する。
3全体で交流する。
・んざビツ詩膿躙皮舅辱や群曳守≒ 差別が
起きたのか考える。
。人間と神との関係について考
える。
。他者や自然 社会,自己との
関わりについて考える。
4ワー クシー トに本時の学びを
記入する。
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ワー クシー ト①
組 (  )名前 (
今日の学習を通して学んだことを書きましょう。
七つの大罪
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ワー クシー ト②
組 ( )名前 (     )
「人間らしく生きる」「幸せに生きる」とはどのような生き方だろうか。
今日の学習を通して学んだことを書きましょう。
友だちの意見を聞いて。
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第二項
一
評価に替えて
本授業におけるねらしヽ現 童たちの抽象的で内的な道徳的思考の深化である。人間性について探
究する授業であるため,児童たちにとっては少々難しいテーマであった側面も否めなし、 しかし,
共生社会を形成していくにあたって,早い段階から児童の道徳的思考の揺さぶりを力■することは,
今後一人の人間として生きていくにあたって意義のあるものではないだろうれ では,この授業で
のねらいに児童たちが迫れたかどうかを見極めるために,評価はどのように設ければよいであろう
力、
平成30年度からは現行の道徳の授業が「道徳科」として全面実施される。そこでは,児童たち
を個人内評価として見取り,記述して表現していくことになる。このように児童たちの道徳性を評
価しなくてはならなし、そこでは,児童たちのワー クシー トヘの記述や授業中の発言からみとつて
評価することが考えられる。しかし,本授業のねらしヽま抽象的で内的な道徳的思考の深化である点
から,各教科のような達成目標ではなく向上日標のようなものであると言える。また,この抽家的
で内的な道徳的思考というのは,道徳教育の基礎の部分にあたり,人間性の嘉構となるものである
ため,具体的なものとして捉えにくし、そのため,個人内評価が信頼性のあるものになりにくυゝ
しかし,本授業デザインをより有効なものにしていくためにも,評価について具体的に考えてい
く必要がある。評価というのは,児童の値打ちを計るだけのものではなく,現状から児童を判断
し,さらなる成長を促せるように,指導を加えていくための手段である。そこで,五次の人間性の
探究と四次までの活動に分けて評価を行うことが有効ではないだろうれ 四次までの大まかな目標
は障碍理解を深めることである。特に,四次まではインクルーシブな視点からスポーツを考えると
いう具体的な活動内容であるため,指導と評価の一体化が図りやすし、 しかし,今回開発した四次
までの授業デザインは指導計画のみであり,具体的な評価規準の作成までには至っていなし、その
ため,四次までの評価法を設定することが今後研究を進めていく上で最も大きな課題である。ま
た,五次の人間性の探究の活動への評価に関しても,今後の課題として研究を進めていきたしヽ
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終 研究の成果と今後の課題
本研究では,インクルーシブな視点からスポーツを考える活動を起点として,人間性の探究を通
して道徳的思考の深化を図れるような授業を開発してきた。本研究で提案した授業デザインは,人
間の構造学について個別事象から抽象的で普遍的な内容へと向かつていく帰納的な授業である。そ
のため,児童にとってはかなり高度な内容であったと言わざるをえなυヽ
また,本研究における授業デザインを実践することができておらず,本授業デザインの有効性は
確証されていなし、 さらに,一時間ごとの具体的な細案は示せていなし、 また,具体的な評価規洋
の作成までには至っていなしヽ そのため,本授業デザインを検証し,洗練していくことが今後の大
きな課題である。
しかし,今日の社会|ム思想や経済的な対立,自然環境との対立など世界中に深刻な問題が山積み
となっている。また,人間のエゴイズムによって生態系も変化しており,地球の存続ですら危ぶま
れる状態へとなっている。そのため,人間は真剣に地球の未来を考え行動していくことが求められ
る。そこで必要となるのが,共生社会を形成していくことである。共生社会の理念に近づいていく
ために今一度,一人ひとりが人間性について探究していくことが大切ではないだろうれ 人間性の
探究の目的は,コー ノL/バー グの「三レベル六段階水均 における第六段階「普遍的な倫理的原理志
向」にもあたる高度な道徳的価値を目指すことである。そのため,本授業では小学生という早い段
階から,難しいながらもこのような道徳的価値に触れ,思考を巡らすことに意義があると考える。
また,本研究では「人間とは何れ 幸せとは何れ 平等とは何力可 という人文科学の終局のテー
マに迫つていった。インクルーシブな視点からスポーツを考えるという具体的な内容から,人間性
の探究という抽象的な内容へと至る授業デザインであった。この,具体的・抽家的な視点を身につ
け,使い分けることができるようになってくると, 自己を取り巻く森羅万象について自己と結びわ
けながら深く捉え, 自己の問題として考えることができるであろう。このように,人間性というの
は自己理解のことであり,全人類に共通する「礎」となるものでもある。この「礎」を育むこと
で,物事の見れ 捉え方も変容していくであろう。そのため,人間性の探究というのは他の学問に
おける「礎」ともなり得る。したがって,本研究は学際的,教科横断的,そしてリベラルアーツ的
領域の題材であったと言えよう。
そこで,本研究の授業デザインをより洗練し,実践を行し、検証していく中で,一人ひとりが人
間として幸せに迫つていけるような社会となることを期待したし■
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